が ありました。 

或 日 この 子 は 大きな 鳥の 子の 紙 を どこから か 買って 

きれい は 

来て、 綺麗に ボ— ル 紙に 貼りつ けて、 四十 八に 割った 

細い 鄞を 縦横に 引いて、 その 一つ 一 つの 目に、 十二 力 

じよ-つず 

月の 花や 木の 細かい 画 を 上手に かき はじめました。 

一 雄 は どんなに それが 欲しかった でしよう。 

て いきち 

「貞 吉、 貞吉、 出来たら おくれ、 ね ご 

貞吉 というの は、 小僧の 名でした。 

できあが 

「でも これ はま だほん とうに 出来 上 つ て いないん です 

からね、 すっかり 出来 あがったら 上げましょう ご 

「だってい つの こと だか 知れない じ やない か、 いい か 
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